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・ 報告の意図 
16 世紀末以来 400 年にわたって日本社会の基盤になってきた自治村落はいま崩壊しつ

つある。その組織と機能の歴史をたどって、今後の農村社会に生かせるものについて考

える。 
 
1）日本農村社会の原型 ―自治村落 
・幕藩体制の基盤としての自治村落 
・兵農分離と刀狩り・検地と村領域内の自治 
・幕藩体制の矛盾とその変化 
・農業生産の変化 
・幕府の統治能力の喪失と明治維新 
・地租改正と金納地租 秩禄処分－封建制度の妥協的解消 
・資本主義の基盤になった自治村落 
・農家と自治村落 
・膨大な都市と農村の雑業層 

・第 2 次世界大戦前夜に形成された農村・都市間の労働市場の直結構造 

・敗戦と農地改革 それがもたらした自治村落の活性化 

・高度経済成長以降の都市化・兼業化・農村人口の高齢化・農村の混住化 

 

 2) 21 世紀初頭の農業危機の現状 

  ・農家の激減と耕作放棄地の激増 

・法人経営の農業進出 

  ・農協の統合と弱体化 

 

3) 最近の混迷する農業政策の諸特徴 

・WTO 農業交渉 

・自給率 40％の食料安全保障とは？ 

 ・農家戸別所得保障制度 

 

 
 



4) 新しい農業の担い手は？ 

  ・家族経営 

・集落営農の可能性  

・法人(企業)経営の農業進出 

・ どうしたら日本農業の明るい展望を開けるのか？ 
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